
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
学ぶこと、働く
こと、生きるこ
との尊さを実感
させるキャリア
教育の推進

○子どもたちが、「将来なりたい自分像」をもてる
よう、中学・高校等と連携し、人との出会い学習や
体験活動から生き方を学ぶ学習を進めます。

○一人一人の主体的な意志決定を大切にする活動や
生産的・文化的・協働的な活動、家庭・学校の中で
の役割を果たす活動を通して、自分らしい生き方が
実現していくための働きかけを行います。また、
「見えない学力」（自分の思いを持つ、自分を表現
する、人を大切にする、粘り強く挑戦する等）を身
に付け、「強い心」を持った子どもが育つよう取り
組みます。

○児童アンケート「将来の夢や目標を持ってい
る」について、肯定的な回答90％以上をめざし
ます。（R4-89％）

○児童アンケート「学級のみんなで取り組んだ
ことで、嬉しかったことがある」について、肯
定的な回答93％以上をめざします。（R4-
91％）

○保護者アンケート「上野東小の子どもたち
は、進んであいさつができる」について、肯定
的な回答90％以上をめざします。（R4-
61％）

　
安心して働ける
職場環境の改善

○「伊賀市学校職員の総勤務時間縮減のための業務
改善ポリシー」（定時退校の実行・休暇取得日数の
増加・会議時間の短縮・月45時間・年360時間以
内等の方針）を遵守し、教職員が心身ともにゆとり
をもって子どもと向き合えるよう、安心して働きや
すい環境を整えます。

○総勤務時間を縮減し、残業時間月平均30時間
以内をめざします。（R4-14時間35分）

○学校安全衛生委員会の学期１回以上の開催に
より、課題解決に向けた具体的な協議を行いま
す。また、途中で課題が発生した場合は、その
都度協議の場を持ち、課題の解決をめざしま
す。（R4-1回）

　
わかる授業の創
造、基礎学力の
定着と向上、家
庭との協働

○子どもの視点に立った「わかる授業」の研究を通
して、教師の授業力の向上、授業改善を進め、すべ
ての子どもたちの学力を保障する授業づくりを進め
ます。また、授業のユニバーサルデザイン化に取り
組み、わかりやすい授業づくりのためにＩＣＴを活
用します。
　
○教師の「授業の約束１０ヵ条」、子どもの「聴き
方５ヵ条」「話し方５ヵ条」を意識し、授業規律を
確立し、安心して学び合える学級をつくります。ま
た、家庭学習の内容を工夫し、保護者と協働して家
庭での学習習慣を定着させます。

○児童アンケート「授業がわかる」について、
肯定的な回答93％以上をめざします。（R4-
93％）
　
○児童アンケート「家庭学習にしっかりと取り
組む」について、肯定的な回答90％以上をめざ
します。（R4-88％）

○保護者アンケート「上野東小は、子どもに学
力が身につくよう努力している」について、肯
定的な回答９5％以上をめざします。（R4-
93％）

　
人権意識の高揚
と豊かな人間性
の育成

○各学年で系統的に人権・部落問題学習に取り組
み、差別に気づき、差別を許さない、差別をなくし
ていこうと行動できる子どもを育てます。また、自
分も友だちも大切にするとともに、人権が大切にさ
れる学校文化を構築します。
　
○多様な子どもたち（外国につながりのある子・特
別な支援を要する子・教育的に不利な環境のもとに
ある子）が、対話や協働を通じて共に学ぶなかで、
居心地のよい学校・学級づくりを支援します。

○児童アンケート「自分には良いところがあ
る」について、肯定的な回答85％以上をめざし
ます。（R4-82％）

○児童アンケート「先生は、あなたの良いとこ
ろを認めてくれている」について、肯定的な回
答90％以上をめざします。（R4-89％）
　
○保護者アンケート「上野東小は、人権を大切
にした教育活動を進めている」について、肯定
的な回答95％以上をめざします。（R4-
96％）
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「学校に行くのは楽しい」と肯定的に回答する子ども８5％以上をめざします。（R4-81％）

【め ざ す 子 ど も 像】
◎ 聴き合い、伝え合い、自ら学びを深めていく子 ◎ 自分も「なかま」も大切にできる子

◎ 目標を持ち、自主的・自治的に行動できる子 ◎ 国際的な視野に立って、つながり合える子

【学 校 教 育 目 標】

国際的な視野にたって、みんなが幸せに暮らせる文化を創り出す

豊かな心と確かな学力、行動力を持った子どもの育成
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